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緒言 
ネオジム永久磁石の研究において、磁区の磁場応答は、保磁力と微細組織の相関を解明するための主要な

手掛かりである。特に、飽和磁化状態から残留磁化状態を経て磁化反転に至る過程の磁区変化は、保磁力機

構を現象論的に理解する上で注目される。しかし、一般的な磁気顕微鏡では試料条件として平滑面を必要と

するため、多くの場合に保磁力が著しく低下した研磨面を観察している。一方、大部分を粒界相で覆われた

破断面では、表面であっても研磨面に比べて高い保磁力を維持することが知られている[1]。そこで本研究で

は、高い保磁力を維持する破断面に対して磁区の外部磁場変化を観察することが可能な走査型軟Ｘ線 MCD

顕微鏡を SPring-8 の BL25SU に整備した（MCD: Magnetic Circular Dichroism）。本講演では、装置概要、およ

び、ネオジム焼結磁石の破断面に対する磁区観察結果について報告する。 

方法 
走査型軟Ｘ線 MCD 顕微鏡は、主に、位置調整機構付架台に同架した超高真空チャンバーと、チャンバー

内部の軟 X 線集光光学系で構成される。軟Ｘ線集光レンズには、有効径が 310 μm で最外輪帯幅が 40 nm の

FZP（Fresnel Zone Plate）を用いた。半値全幅が約 100 nm の円偏光軟Ｘ線集光ビームを走査し、全電子収量

法による吸収測定を行い、MCD 効果を磁気情報として磁区像を得た。このとき、破断面の凹・凸に依存して

合焦点からのズレを生じるが、ビーム径φ100 nm ～ φ150 nm を許容した場合の焦点深度は約 10 μm であり、

一般的なネオジム焼結磁石の平均粒径 5 μm の凹凸にも十分に対応することを確認している。 

観察結果 
右図は Nd14.0Fe79.7Cu0.1B6.2 焼結磁石試料の破断面に対

し、Fe L3吸収端（707.9 eV）の左回り円偏光軟 X 線を入

射して得た吸収強度分布である。横 45 μm、縦 50 μm の

領域を 150 nm ステップで走査した。濃い暗部は、Fe 濃

度が低い Nd-rich 相に相当する。中間階調内のコントラ

ストは軟 X 線 MCD 効果によるものであり、熱消磁状態

の磁区に対応する。 
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